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師走の候  皆様にはますますご清祥のこととお慶び申し上げます。 

１１月２９日（月）に行われました第 187 回例会「防災情報通信セミナー」（共催：

近畿総合通信局他）に多くのご参加を頂き、ありがとうございました。 

さてＡＣ・Ｎｅｔは会員皆様のご支援のお陰で、創立２０周年を迎えました。つき

ましては１２月１３日（月）創立２０周年記念講演会・講演会を開催いたします。 

年末で慌しい時期ではございますが、是非多くの会員の方のご参加を賜り、懐かし

い話題から今後の活動の展望に向けて、有意義な機会となりますこと期待しており

ます。 

 創立２０周年記念講演会・懇親会   

 

  日 時： 2010 年１２月１３日(月)13：30～19：00 

会 場： ホテルモントレ大阪 

 

   ●講演会：1３：３０～１7：００ 「アマリエ」７階 

                              

１３:３０～１３:５０  開会挨拶 吉田 AC・Net 会長 

１３:５０～１４:１０  来賓挨拶 

１４:１０～１５:００  森永 規彦 氏  

AC・Net 初代会長 広島国際大学学長 

１５:００～１５:１５  --- 休憩--- 

１５:１５～１６:０５  姫野龍太郎 氏  

独立行政法人 理化学研究所  

１６:０５～１６:５５  藤野 隆雄 氏 

株式会社 ケイ・オプティコム 代表取締役社長  

１６:５５～       閉会挨拶 

 

●懇親会：１７：００～１８：３０ 「ヴェデベーレ」１４階 
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アンケートより 

 

 

第１８７回 AC・Net 例会・開催報告（１１月２９日） 
共催：近畿総合通信局・近畿地方非常通信協議会・近畿情報通信協議会 

   

 スケジュール 

14：00～17：00        講演会     大阪新阪急ホテル 「 紫の間 」 

 講演会終了後～18：30 懇 親 会               「 紫の間 」 

 

講演１：「身近な ICT による防災・減災の可能性」 

独立行政法人情報通信研究機構 情報通信セキュリティ研究センター 

防災・減災基盤技術グループリーダー 滝澤 修 氏 

 

・身近なテーマで面白かった。 

・情報の発信・収集手段について色々考えられているなと思いました。 

・身近な情報機器が有効に利用できることがわかった。 

・防災＝強固なインフラの構築と考えがちですが、ICT によるコミュニテ

ィパワーを発揮させるという考え方なんですね。 

 

  

 

 

講演２：「 災害時の携帯電話（ドコモの災害対策）」 

株式会社ＮＴＴドコモ 関西支社 

サービス運営部災害対策室長 山下 豊 氏 

 

・エリアメールの実用性に興味がわきました。 

・災害への対策を整え、災害時でも携帯が使用できるよう

に努めているのが理解できた。 

・エリアメールの着信音のデモが興味深かった 

・携帯電話が多くの人々に情報提供できるものとして、とても有効である

と考えるが、事業者間をこえた活用システムの構築を！ 

 

  

【事務局から】講演会の御案内は、メール配信及び WWW―ＫＡＲＣのホー

ムページ(www-karc.nict.go.jp/ACnet/)で行っています。 

○会員名簿情報に変更がある場合は、その都度事務局までお知らせください。 
      〒 651-2492 神戸市西区岩岡町岩岡５８８－２ 
     独立行政法人 情報通信研究機構 未来 ICT 研究センター内             
     TEL 078-969-2235   FAX 078-969-2119 

                             E-mail  acnet@po.nict.go.jp 

mailto:acnet@po.nict.go.jp

